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沖縄県がん診療協議会へのコメント 

             琉球新報社編集局次長兼報道本部長 

                       島洋子 

琉球新報社は２０１８年１０月のピンクリボン月間に合わせて連

載「マイストーリー乳がんサバイバー体験記」を４回にわたり５人

の女性の体験談を掲載しました。 

沖縄県内女性のがん罹患で最も多い部位は「乳房」です（２０１

７年）。全国的にも１１人に１人が発症するという、身近な病でもあ

りますが、働き盛り、子育て盛りの女性が多く罹患し、発見が遅れ

れば命に関わる病です。また、治療によっては乳房を失うこともあ

り、精神的な負担も大きい病です。 

取材に応じてくださった元患者さんは一様に、「悩んでいる人の助

けになれば」との思いで話をしてくれたと取材記者に聞きました。 

 新聞社としては、病を克服した人の体験記や患者同士の交流など

を取材し、掲載することで、社会のがんへの理解を深めていきたい

と考えます。 
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